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概要 

 
今日の CG技術の進歩により、 
・誰でも絵が描けるようになった 
・従来の画家の存在の危機 

という二つの変化があったと考えられる。 
一つ目は、アプリケーションツールがデッサン、

彩色などを行い、ユーザは自分の求める絵を描

くことができるようになったという変化であ

る。 
二つ目は、技術がツールによってコピーされて

しまうため、芸術家としての存在意義を失いかね

るという結果になったという変化である。 
 
本研究においては、コンピュータを用いた新し

い芸術を作り出すことを目的に、写真を自動的に

手描きのイラストに近づけるということを実験し

ている。 
 
1.『加法混色』について 
色彩を、色光の 3原色(R,G,B)に分け、この 3色
の組み合わせによってすべての色を表現するとい

う混色の方法。Java においては R、G、B はそれ
ぞれ整数値で 0 から 255 までの値をとり、すべて
の色を表現している。 
      
2.イラストの定義 
辞書的なイラストの定義とは、 
「対象の特徴を抽象化し文字で表すことのでき

ないものを見る人間に明快なイメージを持たせる

ことを目的とした絵」となっている。 
本研究では、“Timberland”という絵と上の辞書
的なイラストの定義を元に、イラストの条件を以

下の 3つの条件を満たすもの、と定める。 
 

[条件 1]対象の特徴を抜き出し、簡略化できている 
[条件 2]輪郭線及びそれ以外の、”必要な線”が作ら
れている 
[条件 3]色彩が単調化され、明快になっている 
 
 

  
3.製作 
 
3.1ポスタリゼーション 
ポスタリゼーションとは、色の連続的な変化を、

断続的なすることである。対象をイラストする場

合、色を強調するために連続した色をあえて断続

した変化にすることがある。 
 
3.1.1ポスタリゼーションの実装 
 あらかじめ閾値を定め、取り出した色情報

(R,G,B)が閾値以下だった場合、その値を一つ下の
レベルに下げる。これを実装すると以下のような

アルゴリズムになる。(例は R = redの場合、ただ
し postalは int型の変数で、閾値を表す) 
 
1     int red = ( red / postal )*postal; 
2     if ( red <= postal ) red = 0; 
3     if ( red >= postal ) red = 255; 
       (一部抜粋) 
 
3.2輪郭線抽出 
輪郭線抽出とは、輪郭線にあたる部分をその周

辺の色情報から認識することである。輪郭線の認

識をした場所に、輪郭線となる色をおく。 
 
3.2.1輪郭線抽出の実装 
 輪郭線抽出の方法として、微分輪郭線抽出法を

用いた。これは、前後のピクセルの RGB値の差の
絶対値をそれぞれ比較し、その差があらかじめ決

めておいた値よりも大きかった場合、その部分を

物体と物体の境界であるとして、輪郭線となる色

を置く、ということを行う。この作業を全ピクセ

ルに対して行う。 
この輪郭線抽出のアルゴリズムの詳細に関して

は、論文の 3.3.2節を参照。 

 



 
4.結果 
 
4.1ポスタリゼーション 
ポスタリゼーションの実験から、次のようなこ

とがわかった。 
・ 色彩の少ない画像の場合、ポスタリゼーシ

ョンは大いに効果があり、イラストの条件

の、[条件 1]と[条件 3]を満たす画像を作成す
ることができる。 

・ 色彩の多い画像の場合、同一平面内におい

ても色の微妙な変化により、異なる色で塗

ってしまうなどの問題が起き、[条件 1][条件
3]を満たすことができず、イラスト化に失敗
するということがある。 

 
4.2輪郭線抽出 
 輪郭線抽出の実験から、次のようなことがわか

った。 
 輪郭線抽出が成功し、イラストの条件の[条件 2]
を満たすことができるかどうかは、ポスタリゼー

ションにより[条件 1]、[条件 3]を満たすことができ
るかどうかに依存している。ポスタリゼーション

により同じ物体/同一平面をきちんと塗り分けるこ
とができれば、輪郭線もきちんと抽出することが

できる。 
 
5.考察 
 
5.1ポスタリゼーションについて 
 ポスタリゼーションについては、4.1に示した結
果から、色彩の少ない画像の場合は、現状のプロ

グラムでも[条件 1][条件 3]を満たすような結果を
得ることができるが、色彩の多い画像の場合はそ

れが難しいことがわかった。 
この問題に対しては、次のようなアルゴリズム

を実装することで、解決することができるのでは

ないか、と考えた。 
・ R,G,Bの 3色の閾値を個別に定める。 
・ 1つの色に関しても、閾値を単一ではなく変

動的に求める 
・ GUI でバーなどを作り、ユーザが画像を見

ながらリアルタイムに閾値を調節すること

ができるようにする 

  
・ ユーザが、スポイトのように画面上の色を

抽出し、強調したい色などを自分で設定で

きるようにする 
 
5.2輪郭線抽出について 
 輪郭線抽出については、4.2に示した結果から、
ポスタリゼーションがイラストの条件を満たすよ

うにうまく動作すれば、輪郭線抽出も成功すると

いうことがわかった。つまり、輪郭線抽出におい

ても、5.1で示した方法実装すれば、輪郭線抽出に
関する問題も、ある程度解決すると考えられる。 
 また、そのほかの問題として、輪郭線以外のノ

イズのようなものも輪郭線と認識して描写してし

まうということがある。この問題に関しては、微

分輪郭線抽出法以外の輪郭線の抽出法を取り入れ

るか、あるいはノイズを、その周りのピクセルの

色情報から認識し、あらかじめ除去するようなア

ルゴリズムを別に作ることで、解決すると考えら

れる。 
 
5.3むすび 
 本研究の目的は、アプリケーションによって自

動的に、どれほど手描きのイラストに近づけるこ

とができるかを一から構成し、実験してみること

にあった。現段階では、手描きのイラストまでと

はいかないまでも、写真には見えないようなもの

を作ることは成功したと考えている。また、今ま

での研究から、今後どのように研究を進めていけ

ばよいかという見通しがついたと考える。 
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